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近年，国内の軽種馬市場において，上場馬の四肢 X

線検査画像を事前に購買者へ提示する「レポジトリー」
と呼ばれる情報公開システムが定着しつつある．ここに
提出される X線検査画像には発育期整形外科的疾患
（Developmental or thopedic disease：DOD）［1］を含
むさまざまな骨関節疾患が認められ，これらと競走成績
との関連については今までにも報告がある［2-4］．し
かしこれらの報告では，所見が競走に直接影響を及ぼし
たのか，あるいは他の疾病が影響したのかどうか追跡で
きていないため，議論の余地が残る．そこで本調査では，
軽種馬の出生から競走馬登録までの育成期全般におい
て，発症あるいは診断された疾病を網羅的に聴取するこ
とで，実際に育成調教や競走成績に影響を与えた疾病に
ついて，DODの関与とあわせて回顧的に明らかにする
こととした．

材 料 及 び 方 法

「出生から競走まで何らかの疾病を患った馬は良好な競走
成績を残せない」という仮定の下に対象場を検索した．

対象馬及び対象馬に関するデータの抽出：競走期に良
好な成績が残せなかった馬として「競走馬登録されな
かった馬（未登録馬）」，「㈵日本中央競馬会主催の中央
競馬に登録されるも未出走であった馬（未出走馬）」及
び「中央競馬に登録されるもレースで勝利することなく
登録が抹消された馬（未勝利馬）」を対象に，国内競馬
情報データベース（JBIS-Search， 公社 日本軽種馬協
会）を用いて，2008～2011 年に日高及び胆振管内の軽
種馬生産牧場にて出生したサラブレッドから抽出した．
さらに未勝利馬については初出走年月日，出走回数，未
勝利戦終了時点の総賞金について抽出した．
聞き取り調査：抽出馬を生産牧場別に分類し，了承が
得られた牧場に対して，育成期の疾病発生及び飼養管理
状況について個別調査票（表 1）による聞き取りを行っ
た．調査票が回収できた個体について飼養者承諾のも
と，確認可能な例については日高軽種馬農業協同組合診
療記録も参照し，疾病の詳細を確認した．
統計解析：聞き取り調査の回答で育成期に病歴を有さ
なかった群と主要な諸疾病〔種子骨炎・繋靭帯炎，骨
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要　　　　　約

軽種馬の育成調教や競走成績に影響を及ぼす発育期整形外科的疾患（DOD）を回顧的に明らかにすることを目的に，
国内の軽種馬生産牧場に対して，育成期全般に罹患した DODを含むすべての疾病について聞き取り調査を実施した．
その結果，DODとして，腰痿，近位部関節の離断性骨軟骨症，骨端炎，肢軸異常，屈曲異常及び軟骨下骨囊胞があげ
られた．競走馬登録された個体の中で，種子骨炎，腱炎，外科手術を要する疝痛を罹患した個体は，病歴があげられな
かった個体と比較して，初出走の時期が有意に遅延していた．一方で，購入前検査で発生率が高い遠位部関節の骨病変
については競走への影響を訴える回答は得られず，深刻な症状を呈していない例が多いと考えられた．
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表 1　聞き取り調査項目

未勝利馬・未出走馬原因調査聞き取り用紙
馬名  生産牧場
父  生年月日
母  性別
  毛色
乳子期の疾病はありましたか？　　はい　　いいえ
「はい」と答えた方 具体疾患　　　　　　発症齢　　　　　　治療期間
呼吸器（感染性・非感染性）
消化器（感染性・非感染性）
運動器（感染性・非感染性）
循環器（感染性・非感染性）
神経系（感染性・非感染性）
その他（感染性・非感染性）
治癒後，離乳期までに予定通りの管理ができましたか？　　はい　　いいえ
「いいえ」と答えた方
具体的に教えてください
離乳期・中間育成期の疾病はありましたか？　　はい　　いいえ
「はい」と答えた方 具体疾患　　　　　　発症齢　　　　　　治療期間
呼吸器（感染性・非感染性）
消化器（感染性・非感染性）
運動器（感染性・非感染性）
循環器（感染性・非感染性）
神経系（感染性・非感染性）
その他（感染性・非感染性）
治癒後，育成調教期までに予定通りの管理ができましたか？　　はい　　いいえ
「いいえ」と答えた方
具体的に教えてください
育成調教期の疾病はありましたか？　　はい　　いいえ
「はい」と答えた方 具体疾患　　　　　　発症齢　　　　　　治療期間
呼吸器（感染性・非感染性）
消化器（感染性・非感染性）
運動器（感染性・非感染性）
循環器（感染性・非感染性）
神経系（感染性・非感染性）
その他（感染性・非感染性）
治癒後，競馬場入厩までに予定通りの管理ができましたか？　　はい　　いいえ
「いいえ」と答えた方，具体的に教えてください
競馬場に入厩できましたか？　　はい　　いいえ
「いいえ」と答えた方，具体的に教えてください
「はい」と答えた方，出走までに順調に進みましたか？　　はい　　いいえ　　わからない
「いいえ」と答えた方，具体的に教えてください

上記に記載していただいた疾病が，競走馬として影響があったと感じていますか？　　
はい　　いいえ　　わからない

上記に記載していただいた疾病について担当獣医師などに治療歴の調査をさせていただくことに

同意する　　同意しない

瘤・骨膜炎，繋靭帯近位付着部損傷，腱炎，肢軸・屈曲
異常，骨端炎，骨囊胞，飛節の離断性骨軟骨症（Osteo-

chondritis dissecans：OCD），膝関節 OCD，外傷，
肺炎，下痢・腸炎，喉頭片麻痺，腰痿，骨折，開腹手術を
要した疝痛〕を発症した群について，Kruskal Wallis 

H-test及び Bonferroni補正 Mann-Whitney U-testに

より「新馬戦開始日から初出走日までの日数」「出走回
数」及び「出走あたりの獲得賞金」の中央値について有
意差検定を実施した．

成　　　　　績

2008～2011 年出生の軽種馬から対象馬 11,764 頭を
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OCDと大腿骨遠位内側顆軟骨下骨囊胞が報告された．
さらに手術を実施した飛節の OCDが 17 例，球節の
OCDが 3例報告されたが，いずれもその後の経過は良
好で，育成調教に影響を及ぼしていなかった．
後期育成期：合計 39 疾病が報告された（表 5）．

DODでは骨端炎，橈骨近位内側及び大腿骨遠位内側顆
の軟骨下骨囊胞について育成調教に影響を与えたとの回
答を得た．
未勝利馬の疾病と競走履歴との関係：初期育成期から
後期育成期までに病歴が認められなかった馬（対照群）
は 247 頭，何らかの疾病の発症が報告された馬は 437

抽出し，最終的に合計 789 頭（延べ 113 牧場，対象馬
の 6.7％）から聞き取り調査票を配布・回収することが
できた．以下，対象馬を「未登録・未出走馬」及び「未
勝利馬」に分けて，回答された疾病について詳細を示す．
未登録・未出走馬：合計 105 頭から調査票を回収し，
回答を得た．育成期全般に発症あるいは診断された 31
疾病が報告された（表 2）．DODとしては腰痿，飛節
OCD，骨端炎，球節 OCD，屈曲異常，肢軸異常，大腿
骨遠位内側顆軟骨下骨囊胞，肩関節 OCDが報告され，
腰痿，屈曲異常，肢軸異常，肩関節 OCD及び大腿骨遠
位内側顆軟骨下骨囊胞は，その後の育成調教に影響を与
えたとの報告を得た．一方で飛節 OCD，球節 OCD及
び骨端炎については，未登録・未出走の直接的要因とは
ならなかった．
未勝利馬：合計 684 頭から回答を得た．疾病数が多
岐にわたるため，出生から離乳までの「初期育成期」，
離乳から育成調教前までの「中期育成期」，育成調教か
ら競馬場入厩までの「後期育成期」の 3期に分けて以下
に示した．
初期育成期：合計 24 疾病が報告された（表 3）．育成
調教に影響を与えた DODとしては，屈曲異常，肢軸異
常及び骨端炎が報告された．さらに腰痿も報告された
が，症状が軽度との回答であり，その後の育成調教に影
響を与える疾病とはならなかった．
中期育成期：合計 29 疾病が報告された（表 4）．育成
調教に影響を与えた DODとしては，初期育成期と同様
の骨端炎，屈曲異常及び肢軸異常に加えて，膝関節の

：DODに分類される疾病
＊：以後の飼養管理に影響を与えたと回答を得た疾病
▲：未登録・未出走原因とならなかった疾病
　　：斃死症例を含む疾病

腰萎＊ 10
飛節 OCD▲ 5
骨端炎▲ 2
球節 OCD▲ 1
屈曲異常＊ 1
肢軸異常＊ 1
大腿骨軟骨下骨囊胞＊ 1
肩関節 OCD＊ 1

下肢部の骨折＊ 6
重度骨折＊ 4
蹄疾患＊ 4
繋靭帯近位付着部 
疾患＊ 3

疝痛＊ 3
鶏跛＊ 2
衝突事故＊ 2
上気道疾患＊ 2

ロドコッカス感染症＊ 2
胸膜炎＊ 2
胃潰瘍▲ 1
外傷▲ 1
感冒▲ 1
屈腱炎＊ 1
繋靭帯炎▲ 1
骨瘤▲ 1
心臓病＊ 1
心タンポナーデ＊ 1
大腿動脈破裂＊ 1
脳脊髄炎＊ 1
肺炎・腸炎・関節炎＊ 1
鼻出血＊ 1
リンパ腫＊ 1

表 2　未登録・未出走馬に報告された疾病

疾病名 頭数 疾病名 頭数

：DODに分類される疾病
＊：以後の育成調教に影響を与えたと回答を得た疾病
★： 以後の育成調教に影響を与えなかったと回答を得た

DOD

屈曲異常＊ 13
肢軸異常＊ 4
骨端炎＊ 2
腰痿★ 2

肺炎 13
ロタウイルス感染症 11
細菌性下痢 9
外傷 6
感冒 6
下肢部の骨折＊ 5
感染性関節炎 5
臍ヘルニア 4
虚弱子 3

疝痛・開腹手術＊ 3
血腫・囊腫 2
骨髄炎 2
新生子低酸素脳症 2
腸炎 2
胃潰瘍 2
臍炎 2
新生子溶血症 1
ローソニア感染症・ 
腎不全＊ 1

白筋症 1
膀胱破裂 1

表 3　未勝利馬の初期育成期に報告された疾病

疾病名 頭数 疾病名 頭数

：DODに分類される疾病
＊：以後の育成調教に影響を与えたと回答を得た疾病
★： 以後の育成調教に影響を与えなかったと回答を得た

DOD

飛節 OCD★ 17
骨端炎＊ 7
屈曲異常＊ 3
球節 OCD★ 3
後膝 OCD＊ 2
大腿骨軟骨下骨囊胞＊ 2
腰痿★ 1
肢軸異常＊ 1

外傷 12
下肢部の骨折＊ 8
血腫 5
球節腫脹 4
跛行 3
胸椎棘突起骨折＊ 3
骨瘤 3

感冒 3
種子骨炎・繋靭帯炎＊ 2
肺炎 2
軽度疝痛 2
疝痛・開腹手術＊ 2
蹄疾患＊ 2
膿瘍 2
角膜炎 2
フレグモーネ 2
頭蓋骨骨折 1
腕節骨増生 1
関節炎 1
骨髄炎 1
食道梗塞 1

表 4　未勝利馬の中期育成期に報告された疾病

疾病名 頭数 疾病名 頭数
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ての DODが網羅されていないが，日高・胆振地区の生
産馬に発生した疾患について抽出・解析した本調査の結
果から，競走期までの管理に影響を及ぼす DODの候補
として，上記の疾患があげられた．
未登録及び未出走馬から得た回答では，DODの中で
飼養管理に影響を及ぼした疾患は腰痿が最も多く，発症
馬 10 頭がすべて予後不良と診断され，軽種馬生産に
とって深刻な DODであることがあらためて示された．
一方，未勝利馬で報告された腰痿の症例 4頭は育成調教
に影響を及ぼさなかったとの回答から，臨床症状の程度
により競走馬として出走できることも示された．通常，
腰痿を診断する頸椎の X線検査は臨床症状を示さない
かぎり実施されることはなく，無症状の馬における頸椎
狭窄所見の有無についての報告はない．また有症状馬に
おいても所見と症状との相関は不明な部分が残されてお
り，今後も腰痿のさらなる調査研究，予後診断方法の確
立が望まれる．
膝関節の OCD，大腿骨や橈骨の軟骨下骨囊胞は育成
調教に影響を与えるとともに，初出走を遅らせる傾向が
あった．未登録馬の中には，大腿骨遠位内側顆軟骨下骨
囊胞の症例馬１頭と，臨床上まれにしか遭遇しない肩関
節 OCD［5］の症例も 1 頭認められた．症例が少ない
ため疾患の影響を完全に反映しているとはいえないが，
近位部関節の DODは予後を脅かす疾患であると考えら
れた．肩関節や膝関節の OCDあるいは軟骨下骨囊胞の
治療については，関節鏡手術による遊離片摘出［5, 6］
や搔把術［7］，囊胞様病変へのステロイド投与［8］な
どさまざまな方法が試みられているが，長期間の運動制
限を要する例や跛行が再発する例もあり，新しい治療方
法や予防法の検討が望まれる．
肢軸異常，屈曲異常や骨端炎は出生直後から著しく成
長する若馬に特有の疾患で，重症例では放牧や調教に支
障をきたすため，管理不調の要因として多くの回答を得
たと考えられた．
飛節の OCDに関しても多くの回答が認められたが，
その後の育成調教に影響を与えた症例は，皆無であっ
た．また，球節の OCDに関する回答は少なかった．こ
のことは，聞き取り調査では所見ではなく臨床症状の有
無が主体となって標本群が構成されており，さらに飛節
の OCDが関節の腫脹を示す例が多い［9］一方で球節
の OCDでは育成調教を始める前段階で生産者が気づく
ような臨床症状を示す例が少ないためと思われた．

DODには該当しないものの，近位種子骨に関する
「種子骨炎」，「繋靭帯炎」は軽種馬にとって深刻な成長
期の疾患であり［10］，本調査でも育成調教に影響を与
えたとの回答が多く得られ，初出走時期が遅延すること
も示された．近位種子骨の X線検査所見と競走成績と
の関係については線状陰影の質や本数の影響が報告され

頭であった．
新馬戦開始日から初出走日までの日数：対照群の中央
値 141 日（図）に対して，DODでは大腿骨遠位内側顆
軟骨下骨囊胞，膝関節 OCDがそれぞれ 207.5 日，308
日で初出走が遅延する傾向が認められた．その他の疾患
では種子骨炎・繋靭帯炎，腱炎・腱周囲炎，開腹手術を
要する疝痛の病歴を有した群がそれぞれ 308.5 日，277
日，329 日で有意な遅延が認められ，骨折，骨瘤・骨膜
炎が報告された群ではそれぞれ 241.5 日，267 日で遅延
する傾向がみられた．
出走回数：対照群の中央値 5回に対して，DODに該
当する骨端炎と，開腹手術を要する疝痛の病歴を有する
群で 3回を下回ったが，有意差は得られなかった．
出走あたりの獲得賞金：対照群の平均値 19 万円に対
して，DODでは腰痿と膝関節 OCD，他の疾患では開
腹手術を要する疝痛，喉頭片麻痺，繋靭帯近位付着部損
傷の病歴を有する群は 10 万円を下回ったが，有意差は
得られなかった．

考　　　　　察

今回の調査で得た回答によると，育成期の育成調教に
影響した疾病の中で DODに該当するものは，腰萎，近
位部関節（肩関節・膝関節）の OCD，骨端炎，肢軸異
常及び屈曲異常，軟骨下骨囊胞（大腿骨遠位内側顆・橈
骨近位内側）であった．今回の調査対象馬のみではすべ

：DODに分類される疾病
＊：以後の育成調教に影響を与えたと回答を得た疾病
★： 以後の育成調教に影響を与えなかったと回答を得た

DOD

飛節 OCD★ 4
骨端炎＊ 2
球節 OCD★ 2
軽度腰痿★ 1
橈骨軟骨下骨囊胞（肘）＊ 1
大腿骨軟骨下骨囊胞＊ 1

種子骨炎・繋靭帯炎＊ 14
外傷 9
喉頭片麻痺＊ 9
下肢部の骨折＊ 8
腕節剝離骨折＊ 8
寛跛行＊ 6
繋靭帯近位付着部疾患＊ 6
腱周囲炎＊ 6
骨瘤 6
腕節炎 4
球節炎 4
屈腱炎＊ 4
蹄疾患＊ 4
皮膚炎 4

筋肉痛・スクミ 3
管骨骨膜炎＊ 3
飛節後腫＊ 3
DDSP，EE＊ 2
フレグモーネ 2
転倒 2
角膜炎 1
関節炎 1
肩跛行 1
胸椎棘突起骨折＊ 1
腱損傷 1
歯肉炎 1
支跛行 1
食道梗塞 1
食欲不振 1
腎不全＊ 1
疝痛・開腹手術＊ 1
鼻出血 1
輸送熱 1

表 5　未勝利馬の後期育成期に報告された疾病

疾病名 頭数 疾病名 頭数
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Retrospective Study of Clinical Histor y of Influence of Developmental Or thopedic 
Diseases on Racing Per formance of Japanese Thoroughbreds
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SUMMARY

A retrospective study based on a questionnaire of thoroughbred breeders in Hokkaido was per formed to 
reveal which developmental or thopedic diseases (DOD) have influenced management and racing per formance.  
A variety of DOD were repor ted to us, and in par ticular wobbler syndrome, osteochondritis dissecans in the 
proximal joint, physitis, axial/flexural limb deformities, and subchondral cystic lesions had a negative influence 
on the prognosis of young horses.  The first race for horses with a clinical histor y of sesamoiditis, tendonitis, 
or colic surger y was significantly delayed compared with that of horses with no histor y.  On the other hand, 
few answers repor ted serious problems as a result of or thopedic lesions in the distal joint, which are frequently 
obser ved in pre-purchase examinations, thus we suspected that these lesions would not show critical symptoms 
in the training phase. ─ Key words : developmental or thopedic diseases (DOD), racing phase, retrospective study, thor-
oughbred, training phase.
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